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ガイドボランティア講座（下山ささゆりバス）
教育委員会から講師を招き、地域の歴史について

コースを巡り説明をうける。 

あ
い
ち
エ
コ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
促
進
モ
デ
ル
事
業 

愛
知
県
で
は
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
環
境
に

や
さ
し
い
交
通
行
動 

エ
コ
モ
ビ
を
推
進
し
て
い

る
。
二
〇
〇
九
年
度
に
は
、
エ
コ
モ
ビ
の
普
及
・

定
着
に
向
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の

モ
デ
ル
的
な
取
組
み
を
募
集
・
支
援
し
、
そ
の

経
験
や
結
果
を
広
く
県
内
で
共
有
・
活
用
す
る

た
め
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
。
モ
デ
ル
事

業
五
団
体
の
取
組
み
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

 

モ
デ
ル
事
業
五
団
体
の
紹
介 

コ
ミ
バ
ス
と
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
マ
ネ
ー
の
連
携 

尾
張
旭
市 

尾
張
旭
市
の
市
営
バ
ス
「
あ
さ
ぴ
ー
号
」
は

二
〇
〇
八
年
か
ら
本
格
運
行
し
て
い
た
が
、
市

民
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
市
民
団
体
の
「
あ
さ
ぴ
ー
号
」
を

育
て
る
会
は
、
認
知
度
向
上
と
利
用
促
進
の
た

め
、
愛
知
万
博
で
始
ま
っ
た
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
マ

ネ
ー
事
業
と
連
携
し
、
実
験
的
に
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
の
利
用
状
況
調
査
、

ニ
ュ
ー
ス
発
行
な
ど
も
実
施
し
た
。 

中
山
間
地
域
の
交
流
事
業 

岡
崎
市 

岡
崎
市
下
山
学
区
で
は
、
都
市
部
と
中
山
間

地
域
の
間
で
運
行
す
る
「
下
山
さ
さ
ゆ
り
バ
ス
」

の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
市
民
団
体 

下
山
さ

さ
ゆ
り
バ
ス
委
員
会
が
、
地
元
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
な
り
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
た
。
ツ
ア
ー
は
、
下
山
学
区
の
豊
か

な
自
然
と
歴
史
あ
る
史
跡
な
ど
の
見
所
を
巡
り
、

中
山
間
地
域
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
、
よ
り
多

く
の
地
域
住
民
の
意
識
啓
発
に
も
取
組
ん
だ
。 

自
転
車
で
エ
コ
通
勤 
豊
田
市 

豊
田
市
は
自
動
車
に
依
存
し
た
交
通
体
系

で
、
朝
夕
の
通
勤
帰
宅
時
に
は
、
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
民
間
の
事
業
所
が

中
心
と
な
っ
た
「
エ
コ
通
勤
を
す
す
め
る
会
」

で
は
、
自
転
車
を
末
端
交
通
と
し
て
有
効
活
用

し
、
エ
コ
通
勤
を
促
進
す
る
た
め
「
コ
ン
ビ 

デ 

ケ
ッ
タ
自
転
車
共
同
利
用
実
験
」
を
実
施
し
た
。

ア
ク
セ
ス
（
自
宅
か
ら
駅
）
と
イ
グ
レ
ス
（
駅

か
ら
会
社
）
の
利
用
の
違
い
に
着
目
し
、
共
同

で
自
転
車
を
利
用
す
る
仕
組
み
で
、
利
用
者
の

六
割
が
継
続
意
向
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。 

観
光
振
興
と
コ
ミ
バ
ス
の
利
用
促
進 

常
滑
市 

常
滑
市
は
、
常
滑
焼
の
伝
統
工
芸
産
地
、
セ

ン
ト
レ
ア
な
ど
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
る
。
日

本
福
祉
大
学 

チ
ー
ム
・
エ
コ
モ
ビ
は
、
そ
の
観

光
資
源
に
着
目
し
、
と
こ
と
こ
バ
ス
（
コ
ミ
バ

ス
）
と
連
携
し
て
利
用
促
進
を
目
指
し
「
と
こ

エ
コ
ツ
ア
ー
（
と
こ
と
こ
バ
ス
で
地
域
活
性
化

エ
コ
モ
ビ
体
験
）
」
を
実
施
し
た
。
ツ
ア
ー
に

は
、
地
元
高
校
生
が
参
加
し
、
コ
ミ
バ
ス
沿
線

の
各
所
を
巡
り
、
常
滑
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。

ツ
ア
ー
以
外
で
は
、
休
日
に
バ
ス
ガ
イ
ド
を
実

施
、
観
光
客
に
地
域
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。 

リ
ニ
モ
の
活
性
化
へ
の
合
意
形
成 

長
久
手
町 

主
に
長
久
手
町
を
通
る
リ
ニ
モ
は
、
万
博
閉

幕
後
に
利
用
者
が
減
少
し
、
リ
ニ
モ
の
活
性
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
市
民
団
体

「
リ
ニ
モ
ね
っ
と
」
が
主
体
と
な
り
参
加
者
を
公

募
し
「
リ
ニ
モ
と
こ
と
ん
語
る
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。
会
で
は
、
リ
ニ
モ
の
課
題
を
共
有
化
し

て
、
合
意
形
成
を
重
視
し
て
、
リ
ニ
モ
活
性
化

に
向
け
た
提
言
書
を
と
り
ま
と
め
た
。
ま
た
、

行
政
や
企
業
に
は
、
情
報
提
供
と
い
う
形
で
参

加
し
て
も
ら
っ
た
。 

 地
域
で
取
り
組
む
エ
コ
モ
ビ
の
必
要
性 

近
年
の
厳
し
い
経
済
情
勢
、
車
社
会
の
進
展

に
よ
っ
て
、
公
共
交
通
の
存
続
が
困
難
に
な
り
、

地
域
交
通
の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
中
、
交
通
空
白
地
帯
な
ど
の
解
消
の
た
め

の
コ
ミ
バ
ス
な
ど
が
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、
多

く
が
赤
字
路
線
と
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
公
共
交
通
は
、
行
政
・
交
通
事

業
者
が
主
体
と
な
り
、
市
民
は
利
用
者
の
立
場

で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
モ
デ
ル
事
業

の
よ
う
な
市
民
が
守
り
育
て
る
活
動
が
必
要
と

な
る
。
市
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
現

状
課
題
や
必
要
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
地
域
で
の
役
割
が
明
確
に
な
り
、

関
係
機
関
と
協
力
す
る
こ
と
で
公
共
交
通
が
持

続
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
は
、
モ
デ
ル

事
業
の
よ
う
な
市
民
の
守
り
育
て
る
活
動
が
、

県
内
へ
広
が
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

各
団
体
の
詳
し
い
取
組
み
内
容
は
、
あ
い
ち

エ
コ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。 

再
開
発
の
経
緯
と
合
意
形
成 

岐
阜
市
の
中
心
商
業
地
・
柳
ヶ
瀬
の
南
玄
関

口
に
位
置
す
る
高
島
屋
南
地
区
再
開
発
の
検
討

は
、
北
に
隣
接
す
る
再
開
発
ビ
ル
・
高
島
屋
百

貨
店
の
開
業
（
一
九
七
七
年
）
後
ほ
ぼ
十
年
を

経
過
し
た
頃
に
始
ま
る
。
当
時
は
、
少
数
権
利

者
の
発
意
に
よ
る
バ
ブ
ル
経
済
を
背
景
に
し
た

再
開
発
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
目
的
や
進
め
方

に
多
く
の
権
利
者
の
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
準

備
組
合
設
立
を
前
に
頓
挫
。
そ
の
後
行
わ
れ
た

研
究
会
活
動
も
ほ
ぼ
二
年
で
自
然
消
滅
し
た
。 

今
日
に
至
る
新
た
な
活
動
は
、
一
九
九
八
年

に
始
ま
り
、
十
三
年
目
と
な
る
。
二
○
○
二
年

発
足
の
高
島
屋
南
市
街
地
再
開
発
準
備
組
合

（
通
称
「
Ｔ
Ｍ
Ｋ
」
）
が
商
業
・
公
益
的
施
設
・

住
宅
・
駐
車
場
等
か
ら
な
る
複
合
施
設
整
備
構

想
を
二
○
○
五
年
に
発
表
。
都
市
計
画
決
定
を

め
ざ
し
、
権
利
者
の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
が
、

Ｔ
Ｍ
Ｋ
非
組
合
員
の
合
意
形
成
に
多
く
の
時
間

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

そ
の
間
、
柳
ヶ
瀬
で
は
、
商
業
環
境
が
悪
化

の
一
途
を
辿
り
、
一
九
九
九
年
に
近
鉄
百
貨
店

が
撤
退
し
、
そ
の
後
も
相
次
い
で
長
崎
屋
、
岐

阜
セ
ン
サ
が
閉
店
。
一
昨
年
の
九
月
に
は
岐
阜

名
鉄
メ
ル
サ
も
撤
退
。
五
店
あ
っ
た
大
規
模
商

業
施
設
は
、
岐
阜
高
島
屋
一
店
の
み
と
な
っ
た
。 

 提
案
制
度
を
活
用
し
た
都
市
計
画
決
定
へ 

柳
ヶ
瀬
再
生
の
旗
手
と
し
て
、
市
民
や
柳
ヶ

瀬
商
業
者
か
ら
熱
く
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

応
え
、
一
刻
も
早
い
事
業
促
進
を
は
か
る
た
め

に
は
、
長
く
進
展
し
な
い
状
況
を
打
開
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
昨
年
八
月
の
Ｔ
Ｍ

Ｋ
総
会
に
お
い
て
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
提

案
制
度
を
活
用
し
た
都
市
計
画
決
定
を
め
ざ
す

こ
と
を
決
議
し
た
。 

Ｔ
Ｍ
Ｋ
役
員
は
、
権
利
者
同
意
率
80
％
（
法

的
要
件
は
2/3
以
上
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
考 

慮
し
た
目
標
値
）
を
め
ざ
し
、
既
に
賛
同
し
て

い
た
権
利
者
を
含
め
、
再
度
話
し
合
い
の
場
を

持
ち
、
改
め
て
同
意
の
取
り
付
け
に
入
っ
た
。 

初
期
に
反
対
運
動
に
加
わ
っ
た
権
利
者
は
、

多
く
が
都
市
計
画
を
理
解
し
、
同
意
書
を
提
出

し
た
も
の
の
、
一
部
が
未
同
意
と
な
っ
た
。
権

利
者
の
高
齢
化
も
あ
り
、
誤
解
や
不
安
・
不
信

の
払
拭
に
は
更
な
る
対
応
が
必
要
と
な
る
。
説

得
へ
の
こ
れ
以
上
の
時
間
消
費
は
、
過
去
を
繰

り
返
す
こ
と
に
な
り
、
賛
同
者
の
意
欲
喪
失
に

繋
が
り
か
ね
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
区
域
（
約

０
・
七
ha
）
を
分
割
し
、
同
意
率
が
八
割
を
超

え
る
地
区
か
ら
都
市
計
画
決
定
を
先
行
さ
せ
、

段
階
的
に
整
備
す
る
代
替
案
が
浮
上
し
た
。 

役
員
が
、
先
行
地
区
内
の
未
同
意
者
の
意
向

再
度
を
確
認
し
、
都
市
計
画
提
案
の
可
否
に
つ

い
て
の
最
終
判
断
を
す
る
予
定
で
あ
る
。 

柳
ヶ
瀬
地
区
の
再
生
の
た
め
、
多
く
の
権
利

者
や
市
民
等
が
長
年
期
待
し
続
け
た
ま
ち
づ
く

り
・
再
開
発
が
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
大
き

く
前
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

地地
域域
でで
取取
りり
組組
むむ
エエ
ココ  

モモ
ビビ
リリ
テテ
ィィ  

ララ
イイ
フフ  

朝
倉 

卓
也 

愛
知
県
は
、
自
動
車
に
依
存
し
た
交
通
体
系
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
エ
コ
モ
ビ

リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
（
以
下
、
エ
コ
モ
ビ
）
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
市
民
が
地
域
交
通
を
支
え
よ
う
と
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低層木造家屋の密集する高島屋南地区 

（写真提供：㈱エスエス名古屋） 

岐岐
阜阜
・・
高高
島島
屋屋
南南
地地
区区
市市
街街
地地
再再
開開
発発
事事
業業  

～
都
市
計
画
提
案
制
度
の
活
用
～ 
 

浅
野 

泰
樹 

 
とことこバスでのガイド（チーム・エコモビ） 
あまり聞くことができないローカル情報やセント

レアについて紹介。 


